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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

保
育
所
で
78
名
、
小
学
校
で
１

２
１
名
、
中
学
校
で
１
３
３
名
、

合
計
３
３
２
名
の
感
染
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
予
防
対
策
と
併
せ
て
、

予
防
接
種
を
開
始
し
、
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

行 政報告行政報告

竹下芙佐雄議員　　　村越比佐夫議員 

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金　

　

の
拡
充
・
延
長
等
に
関
す
る

　

要
望

　
趣
旨　

水
力
交
付
金
の
交
付
期
間

（
最
長
30
年
）
を
ま
も
な
く
迎
え
る

が
、
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
住
民

の
福
祉
の
向
上
と
電
源
立
地
の
円

滑
化
を
目
的
に
、
そ
の
交
付
金
の

拡
充
と
期
間
延
長
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全

　

施
行
に
関
す
る
陳
情　

趣
旨　

改
正
貸
金
業
法
成
立
後
、

多
重
債
務
者
が
大
幅
に
減
少
し
た

が
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
の
撤
廃

等
第
４
段
階
は
施
行
さ
れ
て
い
な

い
。
近
時
、
「
改
正
法
の
完
全
施
行

先
送
り
」
を
求
め
る
動
き
が
一
部

に
あ
る
た
め
、
国
会
及
び
政
府
に

対
し
改
正
法
の
早
期
完
全
施
行
を

求
め
る
。

　
　
　
　
　

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

医
療
費
の
国
費
負
担
の
増
額
を

　

求
め
る
意
見
書

趣
旨　

生
活
難
に
よ
っ
て
健
康
保

険
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ず
、
憲

法
で
保
障
さ
れ
た
「
誰
も
が
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
」
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
国
は
医
療
費
の
国
庫
負
担

５
割
を
８
割
に
増
額
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

農
林
漁
業
用
輸
入
重
油
に
か　

　

か
る
免
税
措
置
、
同
国
産
Ａ　

　

重
油
に
か
か
る
還
付
措
置
の　

　

延
長
を
求
め
る
意
見
書

趣
旨　

漁
業
者
が
水
産
物
を
国
民

に
安
定
供
給
す
る
役
割
を
担
い
続

け
る
た
め
、
減
免
措
置
と
還
付
措

置
に
つ
い
て
２
年
間
の
延
長
を
求

め
る
。

　
　
　
　
　

（
全
会
一
致　

可
決
）

陳
情
・
要
望
・
意
見
書

　

情
報
通
信
基
盤
整
備　

　

事
業

　

本
年
度
の
工
事
は
、
11
月
４
日

に
事
業
着
手
、
上
田
ノ
口
か
ら
拳

ノ
川
ま
で
の
基
幹
伝
送
路
と
セ
ン

タ
ー
施
設
及
び
５
ヵ
所
の
二
次
拠

点
施
設
を
整
備
中
。　

地域社会の発展および住民福祉の向上に尽くされた功績が
認められました。

全国町村議会議長会の創立 60 周年

　　　　特別表彰を授与


